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　よく学生から「趣味は何ですか」などと聞かれることがある。このとき，私
は返答に窮してしまう。普通趣味というと仕事以外に楽しみにやっている愛好
の対象をいう。私の場合，これが仕事にもなっているし，また別な言い方をす
れば趣味を通り越して道楽にもなっている。私の趣味は俳句であっだ。ところ
がこれが私の仕事になってしまった。そこで返答に窮するのである。
　学生時代，俳句を作ったり，その作品集を読んだりするのが大変好きであっ
た。この当時なら俳句が趣味だと言うことができたであろう。しかしいまはこ
れが趣味だとは言いかねる。もっともいまでも俳句だけで明け暮れているだけ
ではない。よく野球を見る。一ころはセパ両リーグの試合で代打の名がおのず
から浮かぶほどであった。いまはそうではなくなったし，また後楽園にも行か
なくなったが，テレビではよく見る。相撲も同じである。随分，昔のことにな
るが，両国の川開きの日，都市対抗があると，後楽園の2階スタンドの一番端
に陣取って，花火と野球を一緒に眺めるのを唯一つの楽しみにしていたことが
ある。しかしこんなことが趣味と言えるかどうか。碁・将棋・麻雀なども学生
時代はよくやったがこういうことには凝り性になれないのであろうか，いまは
やらない。能・歌舞伎なども昔はよく見たが，いまは切符などをもらうと昔な
つかしく楽しみに見に行く程度である。なお，映画も昔よく見たが，これだけ
はいまでもときおり行くし，往時の名作のテレビ放送があるときはよく見る。
おかげで寝不足になって翌日閉口することがある。
　音楽ではモツアルトの曲には耳傾けさせられる。しかし西洋音楽はどうも苦
手で，日本の音曲の方が好きである。長唄などが好きだが常磐津・清元・新内
の系統はそれほどでもない。しかし日本の音曲でもレコードを買ってきて鑑賞
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するほどの趣味はなく，退屈のときラジオ番組を見て，邦楽の番組を見ると聞
く程度である。絵ではコローなどが好きである。浮世絵はきらいではないが，
宗達・光琳などが好きである。
　一体が出不精で出かけることはあまりないが，東京の見忘れた昔の姿の残っ
ているところを見るのは好きである。ときどき現在ではまったく話題にのぼら
ないところを訪ねてみることがある。それも年に二度か三度でこれも趣味とは
言いかねる。春になると潮干狩，夏の花火，秋のはぜ釣り，冬になって雪が降
ると雪見酒（子どものとき，かるめ焼きをやって遊んだ思い出がおとなになっ
て雪見酒にかわった，ただ周知のように酒量はすくない），これはいつも季節
になると，やってみたい気持が生じるが，多くは事情が許さないのでやれずに
いる。食べものは，魚・野菜を問わず走りが好きである。味は別にしていまこ
れがないので淋しい。晩酌は無上の楽しみである。ただ量は前にも述べたよう
にすくない。たばこはやめようやめようと思いながら，今日もやめられずにい
る。
　去年，偶然の機会があって10日間のイギリス旅行をしたが，これがきっかけ
で外国旅行が好きになった。ことばは別にして，風景と人間のいわゆるビヘイ
ヴァーにはうそがない。俳句の仲間で，外国文学を専攻している友人もいる
し，また外国人もいる。それらの仲間で，一緒に外国へ行ってみないかと誘っ
てくれる人もいるし，また私が行くなら一緒に行ってみてもよいという人もい
る。私も外国におけるHAIKUなるものの実態も知りたいし，またこれは興
味ある研究課題でもある。またこのこととは別に，「耳にふれて，いまだ眼に
見ぬさかひ」，これを見ることの楽しみは，私にとっては浦島が竜宮城へ行っ
たときの驚きに似たものがある。これからは経済とにらみ合わせの上で休暇を
利用してこんなことをしてみたいと思っている。しかしこれも趣味と言えるか
どうか。
　俳句の外，文学作品を読むのも好きなのでこれを職業としている私はよく幸
せな奴だと思うことがある。しかし素晴らしいとは思うが好きになれない作
家・作品もある。これらを講義するときはいささか憂欝になるときもある。こ
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のときは趣味にやっている人がうらやましくなる。また俳句や文学一般の外に
もやってみたいと思うことも沢山ある。「下手の横好き」でいい。私も多趣味
の人になって，結果はどうでもよい，やることの中に楽しみのある生活をこれ
からはやってみたいと思うし，またやってみようといまは思っている。
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